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論 文 内 容 の 要 約 
論 文 名 
非行少年の立ち直り支援に関する研究 －「自己疎外・家庭内疎外」と「社会的排除」
からの回復過程－ 
（Helping juvenile delinquents recover ―Recovery process from self-alienation and 
alienation from one’s family, and social exclusion―） 
氏  名 廣井 いずみ 
本論文の目的は，非行少年の立ち直りに，地域，社会の側がどのような支援を為すことが有効であるのかを
明らかにすることにある。非行を繰り返す少年の多くが，家族や社会とのつながりが希薄であること，及び彼ら
が抱く疎外感が強いことに注目して，支援の目標を，自己疎外・家庭内疎外・社会的排除からの回復に絞り，
検討することにした。 
第１部では，非行少年が再非行に至る生活史の検討，及び社会の側の非行少年に対する，潜在意識も含
めた感情の検討を行い，少年の立ち直り支援に必要な 3概念として「プロセス性」，「相互性」，「個別性」を引き
出した。 
第 2部第 3章，第 4章では，司法事例を用い，自己疎外・家庭内疎外について「居場所」のなさと捉えなお
し，少年の抱く「居場所」のなさと，それを打ち消すための過剰適応が，どのように非行の発現に影響を及ぼし
ているのか検討した。第 5 章では環境調整命令事例をデータとして質的研究を行い，少年の非行や問題行動
に伴い，抱える場が衰退し，その結果「居場所」のない不安が強まり，さらに非行のリスクを高める悪循環がある
ことを示した。 
第 3 部第 6 章，第 7 章では，「プロセス性」，「相互性」，「個別性」の概念が，少年や親への支援において，
どのように生かされるのかを検討した。第 6 章では，司法事例における個人療法的な関わりの中で，事件の動
機を聴き取ること，及び成育史をナラティブとして聴き取ることにより，少年の「個別性」が明らかになること，及
びその意義について論じた。第 7 章では，子の非行で悩む親のセルフ・ヘルプグループのメンバーにインタビ
ュー調査を行った結果を，質的に分析した。子の非行化で悩む親は，顔の見えない関係で孤立感を感じ，子
育て不安が高まる。セルフ・ヘルプグループとの関わりにより，「相互性」のある関係へと変化し，イラショナル・
ビリーフから解放され，「個別性」を重視した子育て観へと変化する過程があることを論じた。第 6章，第 7章で
取り上げた関わりはいずれも，「プロセス性」を重視した関わりである。 
終章では，これら 3 概念を用い，新たな立ち直り支援策である，「人を組み入れた立ち直り支援モデル」を提
案した。人を介在させたネットワークを構築することで，処遇機関の指導を受ける時期，処遇が終了し少年自ら
のニーズで生活を再建する過程までを，柔軟に途切れることなく支援することが可能となると考えた。 
 
 
 
